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物  質  名 アクリル酸エチル ＤＢ－2 

別   名 
2-プロペン酸エチル 
エチルアクリラート 
プロペン酸エチル 

C A S 番号 140-88-5 
PRTR 番号 第 1種 4 
化審法番号 2-988 

構 造 式 
 
 
 

 

分 子 式 C5H8O2 分 子 量 100.12 
沸 点 99.4 ℃ 1） 融 点 －71.2 ℃ 1） 
蒸 気 圧 38.6 mmHg (25℃) 2） 換 算 係 数 1 ppm = 4.09 mg/m3 (25℃) 
分 配 係 数（log Pow） 1.32 3） 水 溶 性 1.5×104 mg/L (25℃) 4） 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 1,799 mg/kg  5）  
 マウス 吸入 LC50 16,200 mg/m3 5）  
 ラット 経口 LD50 800 mg/kg 5）  
 ラット 吸入 LC50 1,414 ppm (5,780 mg/m3）(4ｈ) 5）  
 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・Fischer 344ラット及び B6C3F1マウスに 0、100、200 mg/kg/dayをコーン油に添加して 103週
間（5 日/週）強制経口投与した結果、死亡率は対照群と同程度であったが、100 mg/kg/day
以上の群で前胃の角化症、炎症、過形成、扁平上皮細胞の乳頭腫、扁平上皮がんを高い頻度

で認め、前胃の非腫瘍性及び腫瘍性変化の発現頻度は用量依存的であった 6）。 
・Fischer 344ラットに 0、210、20、50、100、200 mg/kg/dayを 2週間（5日/週）強制経口投与
した結果、20 mg/kg/day以上の群で前胃粘膜上皮のびまん性または限局性の過形成、角化亢
進、粘膜下組織の炎症、水腫、潰瘍を認め、100 mg/kg/day以上の群の腺胃で粘膜下組織の炎
症と水腫を認めた。また、0、23、99、197、369 mg/kg/dayを飲水に添加して 2週間飲水投与
した結果、99 mg/kg/day以上の群で前胃粘膜上皮のびまん性過形成、197 mg/kg/day以上の群
で角化亢進、粘膜下組織の炎症と前胃粘膜上皮の限局性の出血を認めたが、腺胃では異常を

認めなかった。同等の投与群で比較すると、強制経口投与の方が飲水に添加して投与した場

合よりも影響は強く現れていた 7）。 
・ラットに 0、290、1,230、2,210 mg/m3を 30日間吸入（6時間/日、5日/週）させた結果、1,230 

mg/m3以上の群で死亡及び肺、肝臓、腎臓の病変を認め、2,210 mg/m3群では死亡率が高く、

19日後に実験を終了せざるを得なかった。1,230 mg/m3群では 30匹中 18匹が死亡したが、
290 mg/m3群で死亡は認めなかった。死亡したラットで肺のうっ血、肝臓の混濁腫脹とうっ

血、尿細管の混濁腫脹及び脾臓の着色を認めた 8）。 
・Fischer 344ラット及び B6C3F1マウスに 0、100、310、920 mg/m3を 30日間（6時間/日）吸
入させた結果、310 mg/m3以上の群で体重増加の抑制、嗅上皮の変性、炎症、異形成変化を

認めた 9）。 
・Fischer 344ラット及び B6C3F1マウスに 0、100、310 mg/m3を 27ヶ月間（6時間/日、5日/週）、
また同様に 920 mg/m3を 6ヶ月間吸入させた結果、100 mg/m3以上の群で用量に依存した嗅上

皮の過形成及び呼吸上皮化生の増加を認めた。さらに追跡研究として同様に 20 mg/m3を 24
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ヶ月間吸入させた結果、鼻への影響を認めなかった 10）。これらの結果から、NOAEL は 20 
mg/m3（暴露状況で補正；3.6 mg/m3）であった。 

生生生    殖殖殖    ・・・    発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・Sprague-Dawleyラットに 0、205、615 mg/m3を妊娠 6日目から 15日目まで 10日間（6時間/
日）吸入させた結果、615 mg/m3の母ラットで体重増加の抑制、摂餌量の減少、飲水量の増

加を認めたが、胎仔の奇形発生率には有意な増加を認めなかった。205 mg/m3群では母ラッ

トへの毒性、胚及び胎仔への影響はなかった 11）。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・アクリル酸エチルはヒトの皮膚、粘膜、目、消化器、呼吸器に強い刺激作用を有し 12）、205
～308 mg/m3の持続的な吸入では嗜眠、頭痛、悪心を生ずる 13）。 
・1946年までに本物質の暴露を受けた工場労働者 3,934人を対象にした調査の結果、暴露グル
ープでは大腸がん、直腸がんの発生が有意に多かった。しかし、これらの労働者は他の化学

物質にも暴露されていたことから、定量化は不可能であった。なお、同工場での生産量の内、

本物質は約 10%であった 14）。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：2B 15） 

  実験動物では発がん性が認められるものの、ヒトでの発がん性に関しては十分な証拠がない
ため、IARCの評価では 2B（ヒトに対して発がん性が有るかもしれない）に分類されている。

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 

 ACGIH 16） TLV-TWA 5 ppm（21 mg/m3） 
TLV-STEL 15 ppm（61 mg/m3） 

 

 日本産業衛生学会  －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露について、暫定無毒性量等を設定できなかった。 
 吸入暴露については、ラット・マウスの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 20 mg/m3（嗅

上皮の過形成・呼吸上皮化生）を採用し、暴露状況で補正した 3.6 mg/m3を暫定無毒性量等と

して設定する。 
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